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３章 データの収集

決定したデータについて、設定した範囲内のデータを収集します。まず、収集するデー

タの属性（どのようなデータであるか等）を決めて下さい。なお、この属性は、データの

収集状況により変わってくるとは思いますので、その都度、変更しても構いません。そし

て、設定した範囲について作業工程のフロー図も併せて作成して下さい。

データの収集が困難な場合には、まずは、目標（目的）に沿った形での収集データの見

直し、評価対象項目の見直し、評価範囲の再設定を行ってください。それでも、データ収

集が困難な場合には、目標の見直しを行ってください。

主な手順は以下の通りです。

１．データの属性の取りまとめ

２．フロー図の作成

３．データの収集及び取りまとめ

４．文献の取りまとめ

１．データの属性の取りまとめ

（１）概要

、 。 、 、収集データについて 以下の項目の内容を取りまとめて下さい なお 先述しましたが

最初に取りまとめた内容は、データの収集状況によって変わってくると思いますので、そ

の都度、変更して下さい。データ属性はデータの透明性や信頼性を確保するためのもので

すので、出来るだけ詳細に記述して下さい。特に、既存の生産システムとの比較評価や、

生産地域が異なる同じ農産物を比較する際には、公平に比較が出来るよう、データ属性の

を詳細に記述して下さい。

データ属性の項目は以下の通りです。

①対象地域

②対象農家

③対象作型

④積算の基礎となる栽培面積

⑤収量（出荷収量）

⑥栽培期間と主な栽培技術

・栽培期間
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・栽植密度

・年間降水量

・主要な栽培技術

⑦データの対象期間

⑧農家からほ場までの距離

⑨主な施設・機械等

・施設

・作業機械

⑩資材の耐年年数

⑪LCA評価の範囲

⑫その他

（２）各項目の説明

以下にデータ属性の各項目の概要を解説しました。なお、例示に使用したのは、次頁の

「 ３）データ属性の例」で示した米作の移植栽培です。（

①対象地域

対象農作物を生産する地域（例：関東地方平野部等）

②対象農家

対象農作物を生産する農家の規模（例：関東地方平野部の平均( )、家族経営( )25ha 10ha
等）

③対象作型及び品種

対象農作物を生産する作型（例：移植栽培）及び品種（例：コシヒカリ等）

④データの基礎となる栽培面積

データの基礎となる栽培面積（例： 当たり 。10a ）

※以下、全てのデータはこの栽培面積当たりになります。

⑤収量（出荷収量）

対象農作物の栽培面積当たりの出荷収量（例： 。480kg/10a）

⑥栽培期間と主な栽培技術

・栽培期間：対象農作物の栽培期間

・栽植密度：対象農作物の栽培面積当たりの栽植量（例：播種量3kg/10a）

・年間降水量：対象地域の年間降水量（可能ならば栽培期間の降水量）

・可能蒸発散量：対象地域の可能蒸発散量

・主要な栽培技術：対象農作物の栽培に用いられる主な栽培技術（例：浅水管理、湛水
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直播、収穫２週間前に落水、ラジコンヘリにによる防除等）

⑦データの対象期間

収集したデータの期間（例：平成 年 月～平成 年 月）13 1 13 12

⑧農家から圃場までの距離

農家から対象農作物の圃場までの平均距離

⑨主な施設・機械等

・施設 ：対象農作物を生産する際に使用する主な施設

・作業機械：対象農作物を生産する際に使用する主な作業機械

⑩資材の耐年年数（回数）

耐用年数（回数）が１年（回）以上の資材の種類とその耐用年数（回数）

⑪LCA評価の範囲

設定した対象範囲（例：播種から出荷まで。ただし、固定資産は対象外とする）

⑫その他

①～⑪以外の特記事項

（３）データ属性の例

データ属性の例として、以下に米作の移植栽培のデータ属性を示します。

○水稲移植栽培のデータ属性

関東地方平野部（早期栽培）①対象地域：

経営面積は 、夫婦による家族経営②対象農家： 15ha
コシヒカリの移植栽培③対象作型及び品種：

10a④データの基礎となる栽培面積：

480kg / 10a⑤収量（出荷収量）：

⑥栽培期間と主な栽培技術

・栽培期間：播種４月上旬、移植５月上旬、６月中旬中干し、収穫９月中下旬

3.5kg / 10a・栽植密度：播種量

・年間降水量：不明 ・可能蒸発散量：不明

・主要な栽培技術：浅水管理、測条施肥、収穫２週間前に落水

：平成 年⑦データの対象期間 13
3km⑧農家からほ場までの距離：

⑨主な施設・機械等
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・施設：共同乾燥調製施設

・作業機械：

・軽トラック（ガソリン） ・トラクタ（ 軽油）70ps,
・ロータリ（２ 幅）m
・代掻きロータ

・ブロードキャスタ

・６条田植機（測条施肥・農薬散布 （ガソリン））

・乗用管理機（ガソリン）

・動力散布機（ガソリン）

・刈り払い機（ガソリン）

・４条刈り自脱コンバイン（軽油）

・２ｔトラック（軽油）

：⑩資材の耐年年数

・育苗箱（５年）

・ビニルシート（２年）

・ハウスバンド（２年）

・パッカー（５年）

：⑪LCA評価の範囲

播種（播種準備を含む）から出荷まで。ただし、固定資産は対象から除く

特になし⑫その他：

２．フロー図

（１）概要

前項１の「⑪ 評価の範囲」で示した範囲に含まれる作業工程のフロー図を作成しLCA
て下さい。

、 、 、なお 各プロセス毎の内容については 評価結果を農業関係者のみに公表する場合には

特に解説等の必要はないかと思いますが、農業関係者以外、特に一般消費者に対して公表

する場合には、一般消費者から各プロセスの作業内容について説明を求められることが想

定されます。したがって、そのような要求にも対応が出来るような資料の準備をしておく

ことが望まれます。

（２）作成例

フロー図の作成例として、以下にキャベツ慣行栽培体系のフロー図を示します。
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○キャベツの慣行栽培体系のフロー

播種 

栽培管理定植 圃場準備 

育苗 

収穫　

調整出荷

圃場整備

苗床準備 
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３．データの収集及び取りまとめ

（１）概要

前項２で作成したフロー図の工程毎に、以下に示す各項目毎のデータの種類及びその量

を把握して下さい。また 「(g)利用する排出量原単位及び算出した排出量」では、投入、

するエネルギー量より、二酸化炭素排出量及び大気汚染物質（ 、 ）の排出量を算NOx SOx
出して下さい。

(a)投入資材（肥料、薬剤、エネルギーを除く）

(b)投入エネルギー（電気、燃料）

(c)肥料

(d)薬剤（農薬等）

(e)廃棄物

(f)処理の内訳（リサイクル率等）

( )排ガスg

なお、把握もしくは算出したデータについては、添付資料の「データ記入様式」に沿っ

て取りまとめて下さい（添付資料の「データ記入事例」を参照して下さい 。）

（２）各項目の説明

(a)投入資材

前項２で作成したフロー図の工程毎に、投入した資材の種類及びその重量を把握して下

さい。ただし、耐用年数が３年以内の資材については、１回（範囲が１年の場合は１年）

当たりの投入量を算出し、３年以上の資材については、固定資産として対象外として下さ

い。

また、資材の種類毎に材質（木材、鉄、プラスチック等）も把握し、プラスチック製の

資材の場合には、可能ならば、以下に示すプラスチックの種類毎の量も把握して下さい。

・ポリエチレンテレフタラート（ ）PET
・高密度ポリエチレン（ ）PE-HD
・ポリ塩化ビニール（ ）PVC
・低密度ポリエチレン（ ）PE-LD
・ポリプロピレン（ ）PP
・ポリスチレン( )PS
・その他

なお、用水使用量（散水量）についても可能な限り把握するようにして下さい（把握が

困難な場合には、その旨を明記するようにして下さい 。）
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(b)投入エネルギー（電気、燃料）

前項２で作成したフロー図の工程毎に、投入した電気及び燃料の種類と量を把握して下

さい。ただし、同じ工程内に複数の種類の作業機械を使用している場合には、作業機械毎

に把握して下さい。

なお、工程毎や、作業機械毎の投入エネルギー量の把握が困難な場合には、農業研究セ

ンター機械作業部のホームページに掲載されている機械別基準値（燃料消費量）をご覧下

さい。

http://narc.naro.affrc.go.jp/oldss/kikai/fwsl/taikeika/kikai_kijun.html

この各作業機械毎の作業能率と燃費が記載されていますので、以下の式を用いて、投入

エネルギー量を算出して下さい。

栽培面積÷作業能率×燃費

(c)肥料

前項２で作成したフロー図の工程毎に、投入した肥料の種類、量及びそれぞれの肥料の

（ ）、 （ ）、 （ ） 。 （ ）、 （ ）、窒素 リン酸 カリ の量を把握して下さい 窒素 リン酸K P2O5 K K P2O5
カリ（ ）の量については、肥料のラベル等に、それぞれの量あるいは製品 中に含K 100g
まれている量（ の場合には、窒素（ ）が 、リン酸（ ）が 、カリ（ ）5-10-5 K 5g P2O5 10g K
が 含まれています）が記載されていますので、ラベル等を参照して下さい。5g

また 「単質肥料 「複合肥料 「有機肥料」毎に、その購入金額を把握することで、、 」、 」、

肥料の生産時において排出される を評価することが可能となります。肥料の生産時CO2
の環境影響を評価範囲に含めている場合には、それぞれの購入金額を把握して下さい。

(d)薬剤

前項２で作成したフロー図の工程毎に、投入した薬剤の種類、量及びそれぞれの薬剤の

有効成分の量を把握して下さい。有効成分の量については、薬剤のラベル等に、それぞれ

の量あるいは割合が記載されていますので、ラベル等を参照して下さい。

また、購入金額を把握することで、肥料の生産時において排出される を評価するCO2
ことが可能となります。肥料の生産時の環境影響を評価範囲に含めている場合には、それ

ぞれの購入金額を把握して下さい。
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(e)廃棄物

前項２で作成したフロー図の工程毎に、発生した廃棄物（作物残渣等の有機性廃棄物を

含む）の種類及び量を把握して下さい。なお、廃棄物については、範囲内での焼却、範囲

内での埋め戻し分、範囲外へ持ち出した分と、３つに分けて把握して下さい。

また、プラスチック製の廃棄物の場合には、可能ならば、以下に示すプラスチックの種

類毎の量も把握して下さい。

・ポリエチレンテレフタラート（ ）PET
・高密度ポリエチレン（ ）PE-HD
・ポリ塩化ビニール（ ）PVC
・低密度ポリエチレン（ ）PE-LD
・ポリプロピレン（ ）PP
・ポリスチレン( )PS
・その他

(f)処理の内訳（リサイクル率等）

前項( )の範囲外へ持ち出した廃棄物については、その処理の内訳（焼却処理の割合、e
、 （ ）） 。リサイクルの割合 不明の割合 合計した割合が ％となるよう を把握して下さい100

(g)排ガス

把握対象となる排ガスは、 、 、 、 、 の５種類ですが、排出源にCO2 NOx SOx CH4 N2O
よって以下の６つに分類します。

CO2 NOx SOx①作業機械や設備等の燃料使用からの直接排出： 、 、

CO2 NOx SOx②作業機械や設備等の電気使用からの間接排出： 、 、

CO2③作物の吸収分：

CH4 N2O④作物の生産による土壌からの排出あるいは吸収： 、

CO2 CH4 N2O⑤廃棄物（残渣及びプラスチック）の焼却によって排出： 、 、

CO2⑥肥料及び薬剤の生産時に排出（評価対象範囲に含めた場合のみ ：）

データの把握方法ですが、測定していればその値を使用して下さい。測定していない場

合あるいは測定が困難な場合には、文献や論文等の値を用いるか、エネルギー投入量や肥

。 、 、料投入量等から排出源単位係数を利用して算出して下さい なお 参照した文献や論文等

使用した排出源単位係数及び算出の手順は、必ず明記するようにして下さい。

また、①～⑥の内、①、②及び⑥については、前項２で作成したフロー図の工程毎に排

出量を把握して下さい。

以下に、排出源単位係数を使用した排出源毎の排ガスの算出方法を示します。もし独自

に排出源単位係数を入手できない場合、あるいは算出が困難な場合には、以下の係数を用

いた算出方法にて排ガス量を算出して下さい。
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①作業機械や設備等の燃料使用からの直接排出：CO2、NOx、SOx

作業機械や設備等の燃料使用から直接排出される排ガス（ 、 、 ）量を算出CO2 NOx SOx
するための排出原単位係数を以下に示します。それぞれの燃料使用量に各排ガスの排出原

単位係数を乗じて排ガス量を算出して下さい。

単位 CO2(g) NOx(g) SOx(g)

石炭 g/kg 2409 4.14 14.7

Ａ重油 g/l 2710 1.79 11.6

Ｂ重油 g/l 2844 3.27 33.1

Ｃ重油 g/l 2982 3.71 35.5

軽油 g/l 2619 18.3 6.34

灯油 g/l 2489 1.45 0.06

ガソリン g/l 2322 8.20 0

ＬＮＧ g/kg 2698 4.20 0

ＬＰＧ g/kg 3000 2.42 0.084

都市ガス g/m3 1959 1.45 0.07

出典： ・ 地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成 年 月改正、環境省 」CO2 14 12「 ）

、 ・ 推進評価会議資料（平成 年）NOx SOx LCA 10,11

②作業機械や設備等の電気使用からの間接排出：CO2、NOx、SOx

作業機械や設備等の電気使用から間接的に排出される排ガス（ 、 、 ）量をCO2 NOx SOx
算出するための排出原単位係数を以下に示します。電気使用量に各排ガスの排出原単位係

数を乗じて排ガス量を算出して下さい。

単位 CO2(g) NOx(g) SOx(g)

電力 g/kwh 378 0.29 0.22

出典： ・ 地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成 年 月改正、環境省 」CO2 14 12「 ）

、 ・ 推進評価会議資料（平成 年）NOx SOx LCA 10,11

③作物の吸収分：CO2

作物の吸収分の については、収穫物の乾物収量の炭素含有量（ ）より算出しCO2 40%
ます。

収穫物の乾物収量×0.4×44÷12
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、 、 。収穫物の乾物収量を求め 上記の式を用いて 作物の吸収分の を算出して下さいCO2
なお、作物毎の乾物収量を以下に示しましたので、参考にして下さい。

(kg/10a)

作物 乾物収量 作物 乾物収量

水稲 596 かんしょ 847

小麦 477 ばれいしょ 728

二条大麦 413 きゅうり 451

六条大麦 402 トマト 773

大豆 296 なす 646

小豆 279 ピーマン 195

インゲン 156 かぼちゃ 352

らっかせい 200 いちご 466

みかん 575 すいか 414

りんご 399 露地メロン 296

ぶどう 234 温室メロン 296

日本なし 333 えだまめ 531

もも 205 未成熟とうもろこし 344

かき 264 キャベツ 429

豆科草地 740 はくさい 461

イネ科草地 1006 ほうれんそう 154

まぜまき草地 1006 ねぎ 325

青刈りとうもろこし 1591 たまねぎ 736

青刈りえん麦 711 レタス 71

ソルゴー 1470 セルリー 268

なたね 259 ダイコン 304

茶 398 かぶ 60

たばこ 220 にんじん 603

こんにゃくいも 657 ごぼう 300

い 1150 さといも 730

てんさい 1172 れんこん 282

さとうきび 1239 やまのいも 525

桑 532

④作物の生産による土壌からの排出あるいは吸収：CH4、N2O

作物の生産によって土壌から排出あるいは土壌へ吸収される排ガス（ 、 ）の量CH4 N2O
を算出するための排出源単位係数を以下に示します。



18

CH4○

（ ） 。メタン の排出量及び吸収量を算出するための排出源単位係数を以下に示しますCH4
栽培面積に排出原単位係数を乗じて排ガス量（マイナスは吸収量）を算出して下さい

CH4排出係数

（gCH4/m3/yr）

水田 16

畑地 - 0.20

果樹園 - 0.20

草地 - 0.30

「 （ 、 ）」※出典：水田 地球温暖化対策の推進に関する法律施行令 平成 年 月改正 環境省14 12

畑地等「環境影響評価のためのライフサイクルアセスメント手法の開発

（平成 年度農業環境技術研究所 」14 ）

N2O○

一酸化二窒素（ ）の排出量を算出するための作物毎の排出源単位係数を以下に示しN2O
ます。窒素施肥量に排出原単位係数を乗じて排ガス量を算出して下さい。

作物 N20排出係数 作物 N20排出係数

（kg/kgN） （kg/kgN）

水稲 0.0067 かんしょ 0.0073

野菜 0.0077 麦 0.0049

果樹 0.0069 雑穀 0.0073

茶 0.0474 桑 0.0073

バレイショ 0.0201 工芸作物 0.0073

豆類 0.0073 たばこ 0.0073

飼料作物 0.0060 その他 0.0073

※出典： 環境影響評価のためのライフサイクルアセスメント手法の開発「

（平成 年度農業環境技術研究所 」14 ）

⑤廃棄物（残渣及びプラスチック）の焼却によって排出：CO2、CH4、N2O

（ ） （ 、 、 ）廃棄物 残渣及びプラスチック の焼却によって排出される排ガス CO2 CH4 N2O
の量を算出するための排出源単位係数を以下に示します。それぞれの廃棄物の焼却量に各

排ガスの排出原単位係数を乗じて排ガス量を算出して下さい。
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廃棄物 CO2 CH4 N2O

(kgCO2/kg) (kgCH4/kg) (kgN2O/kg)

殻 - 0.0058 0.00006

わら - 0.0043 0.00062

プラスチック類 2.60 0 0.00017

※「－」は対象外

出典： 地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成 年 月改正、環境省 」「 ）14 12

⑥肥料及び薬剤の生産時に排出（評価対象範囲に含めた場合のみ ：CO2）

肥料及び薬剤の生産時に排出される排ガス（ ）量を算出するための排出源単位係数CO2
を以下に示します。肥料及び薬剤の生産時を評価対象範囲に含めた場合、肥料及び薬剤の

投入量（金額）に排出原単位係数を乗じて排ガス量を算出して下さい。

CO2排出係数

（g/円）

単質肥料 9.0

複合肥料 5.9

有機肥料 2.4

薬剤（農薬） 3.8

※出典： 推進評価会議資料（平成 年）LCA 10,11
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（３）データの取りまとめの例

以下に米作の移植栽培のデータの取りまとめの例を示します。取りまとめの方法につい

ては、特に指定等ありませんが、分かり易く取りまとめて下さい。

( )投入資材a
○前年度の作業

600kg・わら（収穫後の残渣を秋耕にて鍬き込み）

○育苗工程（ほ場作業も含む）

・ビニルシート（厚さ ） （塩ビ ）0.1mm 130m 16.5kg2

・ハウスバンド （プラスチック ）100m 0.5kg
・パッカー 個 （プラスチック ）12 0.25kg
・育苗箱 箱（プラスチック ）18 12.6kg

68kg・人工培土

・覆土

3.5kg・種子

○収穫・乾燥工程

・出荷用紙袋 枚15
※散水量等は不明

( )投入エネルギーb
○軽トラック

・燃費は とする。積載重量を約４００ とした。10km / L kg
・防除・追肥の作業能率は 日とした。3ha /
●管理に要するガソリン

25 6km 0.08L / km 150 10a 0.48L / 10a・作業日 日×６ヶ月× １往復 × ÷ ( )＝（ ）

●土地改良撤布時の資材運搬

km 0.08 / km 10a 0.16L / 10a・６ (１往復)× ÷作業能率３（ ）＝

●移植時の肥料・農薬運搬

km 0.08 / km 10a 0.03L / 10a・６ (１往復)× ÷作業能率１４（ ）＝

●移植時の苗運搬

km 0.08 / km 10a 0.24L / 10a・６ (１往復)× ÷作業能率２（ ）＝

●穂肥時の肥料運搬

km 0.08 / km 10a 0.02L / 10a・６ (１往復)× ÷作業能率３０（ ）＝

○トラクター （ロータリー ）70ps 2m
●藁処理・秋起し要する軽油

10a 48a/h 7.5L/h 1.56L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

●耕起に要する軽油
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10a 28a/h 10L/h 3.57L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○トラクター （ブロードキャスタ）70ps
●土地改良材散布に要する軽油

10a 196a/h 2.5L/h 0.13L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○トラクター （代掻きロータリー）70ps
●代掻きに要する軽油

10a 100a/h 6.5L/h 0.65L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○催芽器

・催芽 （聞き取り）10kwh / 10a
○測条施肥･農薬散布付き乗用６条田植機

●移植（測条施肥・農薬散布）

10a 27a/h 3.1L/h 1.15L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○乗用管理機

●病害防除

10a 17.97a/h 1.8L/h 1.01L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○動力撤布機

●穂肥施用

10a 65a/h 0.8L/h 0.12L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○刈払機

・畦畔管理 （測定値）0.6L / 10a

○４条自脱型コンバイン

●収穫

10a 25.1a/h 5L/h 1.99L / 10a・ ÷作業能率 ×燃費 ＝

○２ｔトラック

・収穫物運搬 (測定値）0.5L / 10a

○共同乾燥施設

120L / 10a・乾燥・調製 灯油

90kwh / 10a・電力

( )肥料c
○育苗工程（ほ場作業も含む）

20kg 1150 / 20kg・ようりん 円

120kg 583 / 20kg・ケイカル 円

○栽培管理工程（移植後）
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・塩加燐安１号（ ） （ 円 ）14-14-14 23kg 2037 / 20kg
・ - ６号（ ） （ 円 ）NK C 17-0-17 12kg 57 / kg

( )薬剤d
○育苗工程

T 26 16 140ml・ﾍﾙｼｰﾄﾞ ﾌﾛｱﾌﾞﾙ（ﾁﾗｳﾑ ％、ﾍﾟﾌﾗｿﾞｴｰﾄ ％含有）

(ﾁﾗｳﾑ ％、ﾍﾟﾌﾗｿﾞｴｰﾄ （ 円 ）3.64 2.24g 764 / 140ml）

20% TPN50% 180ml・ﾀﾞｺﾚｰﾄ水和剤（ﾍﾞﾉﾐﾙ 、 含有）

（ﾍﾞﾉﾐﾙ ｇ （ 円 ）3.6g,TPN9 1350 / 180ml）

○栽培管理工程

5 12 0.85kg・ﾌｼﾞﾜﾝｵﾝｺﾙ粒剤(ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ ％、ｲｿﾌﾟﾛｵﾁﾗﾝ ％含有)

(ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 、ｲｿﾌﾟﾛｵﾁﾗﾝ ) ( 円 )42.5g 102g 793.3 / 0.85kg
1kg 0.51% 15% 3% 1kg・ｳﾙﾌｴｰｽ 粒剤 ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 含有（ 、 、 ）

（ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 、ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ 、ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ ） ( 円 )5.1g 150g 30g 2390 / kg
・ﾓﾝｾﾚﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ(ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ ％含有） (ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ )( 円 )20 0.1L 20g 3450 / L
・ﾋﾞｰﾑｿﾞﾙ（ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ ％含有） （ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ ｇ）( 円 )20 0.1L 20 3950 / L
・ｴﾙｻﾝ乳剤（ 含有） ( ) ( 円 )PAP50% 0.1L PAP50g 3030 / L

( )廃棄物e
※別紙の記入様式（エクセルファイル）を参照

( )リサイクル率f
50.9%・塩ビ

5.7%・その他プラスチック

80%・籾殻再利用

( )排ガスg
○対象とした排ガス

CO2 NOx SOx( )作業機械や設備等の燃料使用からの直接排出： 、 、1
CO2 NOx SOx( )作業機械や設備等の電気使用からの間接排出： 、 、2

( )作物の吸収分：対象外3
CH4 N2O( )作物の生産による土壌からの排出あるいは吸収： 、4

( )廃棄物（残渣及びプラスチック）の焼却によって排出：対象外5
6 CO2( )肥料及び薬剤の生産時に排出（評価対象範囲に含めた場合のみ ：）

○排出原単位係数

CO2 2,358g/L NOx 8.20g/L SOx 0・ガソリン－ ： 、 ： 、 ：

CO2 2,644g/L NOx 18.30g/L SOx 6.34g/L・軽油 － ： 、 ： 、 ：

CO2 381g/kwh NOx 0.29g/kwh SOx 0.22g/kwh・電力 － ： 、 ： 、 ：

CO2 1174g / kg・紙 － ：

・単質肥料－ ： 円CO2 9g /
・複合肥料－ ： 円CO2 5.9g /
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・有機肥料－ ： 円CO2 2.4g /
・農薬 － ： 円CO2 3.8g /

CO2 45800g / 480g・共同乾燥施設 － ： 玄米

４．利用した資料

以下の例のように、データ収集の際に使用した論文や文献等を取りまとめて下さい。な

お、前項「 ３）データの取りまとめの例」には記載していませんが、データの取りまと（

めの際に、出典も明記するようにして下さい。

資料①：農薬閲覧 （社）日本植物防疫協会1999、
資料②：ポケット肥料要覧 （財）農林統計協会

資料③：製造業者等から聞き取り

資料④： 」推進評価会議資料 （平成１０，１１年度）「LCA




